
あんぽ柿,復っ活！ 

福島県伊達市梁川町五十沢地区の復興に向けた 

実態調査と提案 
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1.課題 

2016年度 

 ①特産品「あんぽ柿」を他地域の若者の目を通して活性化 

   ☞あんぽ柿のPRや加工品開発など 
 ②地区の若者減少対策 

   ☞若者にとって魅力あるまちづくり 
 ③廃校となった五十沢小学校の跡地利用 

   ☞この先10年、20年と地域で活用できる利用方法 

2017年度 

 2016年度提案のブラッシュアップ 
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私たちの方針 

３つの課題をそれぞれ別個に取り組まず、あんぽ柿のPRを中心
課題と見なし、それとの関連で第2、第3の課題に対応。 

 

あんぽ柿「発祥の地」として五十沢を広くアピールすることを
通じて、五十沢という地域について地元の方々が胸を張って語り
合い団結できるような活性化のあり方を目指す。 

 

2017年度の活動 
  2016年度提案のブラッシュアップとその一部実施、  
  そのための追加調査 
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2017年度の主な活動 
年月 活動内容 

2017年 8月 五十沢訪問；自治会と打ち合わせ等 

9月 自治会・粕谷ひろみ氏と白山祭について打ち合わせ(於
東洋大学白山校舎) 

東京青果㈱営業本部にてヒアリング 

10月 第57回日本学生経済ゼミナール関東部会(プレゼンテーション
部門)参加 

11月 白山祭参加 

PR動画公開(facebook) 

2018年 2月 報告会参加 

3月 五十沢地区文化祭にて活動報告(予定) 
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2.市場の動向 

消費者 
需要量の減少 
スイーツの多様化 
健康志向 
少量多品目,箱物の不振 

産地 
海外市場の開拓 
パック物の少量化,1個売り 
干し柿からあんぽ柿への転換 
冷凍による長期販売 
加工品開発 

需要サイド 供給サイド 
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インターネット販売 
 

グーグルにより「あんぽ柿」を検索、上位の通販サイト 

2017/9/10 2017/12/20 

1.無添加 紀州あんぽ柿 ふみこ園 
2.全農食品ふるさと倶楽部 
3.接待の手土産 蔕(へた)なし 
あんぽ ㈱パーシモン(和歌山県
紀の川市) 
4. JA紀の里 あんぽ柿セット(JA
タウン) 
5.紀州 児玉農園 
6. 王隠堂パンドラファーム あん
ぽ柿 奈良県五條市 
7. 冷凍でお届け  あんぽ柿もりも
とや 和歌山県伊都郡かつらぎ町 

1.無添加干し柿 紀州自然菓あんぽ柿 
紀州ふみこ園 
2.山梨あんぽ柿 西村農園 
3.西条柿のあんぽ柿 JA鳥取いなば 
4.お取り寄せ紀の里“旬”たより 
 あんぽ柿JAタウン 
5.全農食品 ふるさと俱楽部 
6.奈良西吉野あんぽ柿 農悠舎王隠堂 
7.西条柿の冷蔵あんぽ柿 田中農園 
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1.無添加干し柿 紀州自然菓あんぽ柿  
 紀州ふみこ園 
2.山梨あんぽ柿 西村農園 
3.あんぽ柿 福島県産 全農食品 
4.西条柿のあんぽ柿 JA鳥取いなば 
5.お取り寄せ紀の里“旬”たより 
 あんぽ柿JAタウン 
6.あじたび 福こい柿 和歌山県産 
7.あんぽ柿 セコムの食 和歌山県産 

2018/1/24 

注：スポンサーサイトを除く。 



スーパー支店への電話アンケート(2018年1月5日) 

注：調査対象はイオン、イトーヨーカドーを除き、無作為に各10店を抽出。  
 

埼玉県 静岡県 

Q1.五十沢を知っている ３ 0 

              知らない  ７ 10 

Q2.あんぽ柿を販売している 9 ６ 

                 販売していない １ 4 
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2-2 五十沢の対応 

『福島民報』2017年9月4日 

｢出荷高は震災前の７、８割に戻った｣ 
｢消費量が減少しており、生産量は増やさない｣ 
｢このままの値段と量を維持していく」 
 
ただし「ブランドイメージが低下」 
 

(2017年8月23日聴き取り、於五十沢交流館)   

「他産地との差をつけ、消
費量など安定させることが
重要」(2017年9月4日 東京

青果㈱営業管理部にて聴き取り) 
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PR活動の多様化 

  ①学園祭参加 ②PR動画の制作 ③プレゼン大会参加 

  ④新パッケージ案 ⑤新レシピ案 ⑥歴史パンフの作成 

   

販売チャネルの多様化 

  ⑦インターネット販売 ⑧マルシェ出店 

 

旧五十沢小学校校舎活用案  

  ⑨あんぽ柿歴史館構想 ⑩交流館移転案  
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3.提案 



3-1 PR活動の多様化 
①学園祭参加 
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②PR動画の制作 

https://www.facebook.com/100006500231175/videos/
vb.100006500231175/2204531549773498/?type=2&vid
eo_source=user_video_tab 



③プレゼン大会参加  

日本学生経済ゼミナール 

関東部会・第57回大会 

(於東京経済大学)参加 
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④新パッケージ案 

現在の問題点 

    …古風で地味 

コンセプト 

  …高級感のアピール！    

形状 

  …1～3個入りパッケージ 
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あんぽ柿は比較的お年寄りに好
まれているイメージがあるため、
若者向けとしてパウンドケーキ
にしてみました。 

あんぽ柿紅茶パウンドケーキ 

あんぽ柿とチョコレートの相性は
抜群。そこに健康志向の方でも好
んで食べていただけるような、フ
ルーツグラノーラを入れました。
きざんだあんぽ柿を表面に乗せる
と、色彩的にもアクセントにもな
ります。 

あんぽ柿チョコグラノーラ あんぽ柿パウンドケーキ 

もう一種のパウンドケーキは、
紅茶味。高級感が漂う大人の味
になり、またあんぽ柿の食感も
楽しめます。 

（1個分） 
• ホットケーキミックス 

100g 
• 卵 1個 
• 甘酒 大さじ3 
• 干し柿(あんぽ柿) 1個 
• ラム酒 小さじ2 

・フルーツグラノーラ    適量 
・板チョコレート（ビター） 数枚 
・あんぽ柿         1個 

⑤新レシピ案 

（1個分） 
• ホットケーキミックス 100g 
• 卵 1個 
• 甘酒 大さじ3 
• 干し柿(あんぽ柿) 1個 
• ラム酒 小さじ2 
• おから 40g 
• 紅茶(アールグレイ)ティーパック 

1袋 



あんぽ柿日本酒漬け あんぽ柿パイ あんぽ柿チーズケーキ 

冷凍のパイシートを使えば生
地を切って焼くだけなので簡
単にできます。あんぽ柿は中
がペースト状になっているの
で生地に塗りやすいです。 

炊飯器があれば簡単にできます。
あんぽ柿のしっとり感を損なうこ
となく、一味違うチーズケーキを
作ることができます。 

あんぽ柿は甘すぎると感じる人
もいますが、日本酒につけるこ
とによって甘さが軽減されます。 

・日本酒    150ml 
・あんぽ柿   1個 

・冷凍パイシート  1袋 
・あんぽ柿     1個 
・砂糖        適量 

（3合炊き炊飯器使用） 

・クリームチーズ  260g 
・牛乳          52g 
・ヨーグルト               86g 
・薄力粉                     大さじ１ 
・コーンスターチ       大さじ２ 
・卵                             １個 
・グラニュー糖          68g 
・あんぽ柿      1個 



3-2 販売チャネルの多様化 
⑦インターネット販売 
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桃やその加工品など、他の特産物も交えて通年販売態勢を整えれば、
年末年始のあんぽ柿販売でも有利 

「販売経路については、大規模流通に乗せるのは難しいためインター
ネットの方がやりやすい」 

(2017年9月4日 東京青果㈱営業管理部にて聴き取り) 



サイト・イメージ 
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あんぽ柿 五十沢 
宝石の輝き 太陽のカーテン 
福島 五十沢の宝物 
和菓子・スイーツ・お取り寄せ 
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詳しくはこちらへ 

いさざわ農園の 

あんぽ柿 
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⑧マルシェ出店 
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名称 時期 開催地 

丸の内 行幸マルシェ 毎週金曜日 東京駅行幸地下通路 

太陽のマルシェ 毎月第2週末 月島 

ヒルズマルシェ 毎週土曜日 赤坂アークヒルズ  

ぶくろマルシェ 毎月1回 池袋駅西口東京芸術劇場前 

マルシェジャポン 
(農林水産省補助事業「マル
シェ・ジャポン・プロジェ
クト」) 

全国各地 



経団連「東北復興応援フェスタ」 

丸の内 行幸マルシェ 

 2017年11月24日「東北プレミアムマルシェ」 

 
東北の野菜・果物、酒といった産品が集結！ 

主催：日本経済団体連合会 
共催：東北経済連合会 
後援：復興庁、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、
福島県、東京都、千代田区、中央区、全国農業協同組合中
央会 
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福島 
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   3-3 旧五十沢小学校校舎活用案 
⑨あんぽ柿歴史館構想 

廃校を利用して歴史をアピール 
  ⇒五十沢のアイデンティティ再認識！ 

25 



3階 3・4年教室と動線 

南 

東 

テラス 

西 

 

4年教室 3年教室 

多目的ホール 

2階 
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3階 4年教室 

東側 
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3階 4年教室 

東側 あんぽ柿づくり 

燻蒸箱 
皮剝機 

真空 
皮剝機 

158㎝ 
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3階 4年教室 

北側 
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3階 4年教室 

北側 

現在の柿ばせ 昔の柿ばせ・燻蒸箱 
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3階 4年教室 

西側 
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５８ 

3階 4年教室 

西側 

五十沢のあんぽ柿 
年表 
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⑩五十沢交流館(公民館)の移転案 

地域活動の中心拠点―交流館の主な機能 

・五十沢地区の投票所 
・災害時の避難場所 
・諸行事などにおける集会所 

建物が老朽化！ 
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交流館移転案 

体育館 

1・2階 
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食堂 

家庭科室 理科室 

多目的ホール 
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2階部分の使用例 
 

・家庭科室→料理教室、炊き出しの調理場 
・音楽室→音楽サークルの活動場所 
・多目的教室、1年教室→レクリエーションや会議 

体育館 
 

・諸選挙時の投票所 
・災害時の避難場所 
・室内スポーツの練習場 

交流館に比べ、多様な使い方が可能！ 
校舎も比較的新しく、安全性もOK!! 
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 3-4 今後の課題 

2018年3月 五十沢文化祭 参加 

  ☞提案の実現に向けて、地元の方々に提案の趣旨を説明 

     旧五十沢小学校の再利用；反対52％、賛成45％ 

      (2016年自治会調査) 

 

資料類の調査・データベース化 

  ☞文献、文書類、写真、用具など 
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